
 
 

公益社団法人 日本技術士会・近畿本部登録 中国研究会 (2016.3.2) 

日本技術士友好訪中団（近畿本部主催）を含む日中交流の歴史 

訪中団次数 期日 
訪中訪日団

員数 
訪 問 先 

第 1 次 1986.8.8 より 9 日間 22 名 北京、フフホト、上海 

第 2 次 1987.9.25 より 9 日間 25 名 北京、フフホト、西安、上海 

第 3 次 1988.8.12 より 11 日間 28 名 北京、フフホト、天津、上海 

第 4 次 1989.9.10 より 15 日間 14 名 北京、天津、フフホト、蘭州、酒泉、敦煌、ﾄﾙﾌｧﾝ 

第 5 次 1990.4.25 より 13 日間 20 名 北京、フフホト、天津、済南、重慶、誼昌、上海、武漢 

第 6 次 1991.4.26 より 12 日間 23 名 北京、フフホト、天津、桂林、上海 

第 7 次 1992.8.9 より 14 日間 16 名 北京、フフホト、天津、大連、ハルピン、上海 

第 8 次 1993.4.27 より 13 日間 13 名 北京、天津、南京、無錫、杭州、上海 

第 9 次 1994 年 10.19 約 50 名 
技術士全国大会と時期が重なり、訪中に代え、大阪会場

で、中国要人も参加の日中技術交流分科会を開催 

第 10 次 1995.8.10 より 12 日間 22 名 北京、ﾌﾌﾎﾄ、天津、昆明、ｼｰｻﾝﾊﾟﾝﾅ、石林、上海 

第 11 次 1996.10.16 より 5 日間 8 名 上海 

第 12 次 2002.3.4 より 5 日間 3 名 上海、慈渓 

第 13 次 2004.11.2 より 6 日間 13 名 
上 海 、 寧 波 、 蘇 州  注 ) 上 海 の 世 界 技 術 者 大 会

(WEC2004)に参加 

第 14 次 2006.10.31 より 4 日間 31 名 上海 注)上海万博科学技術シンポジウムに参加 

訪日 2007.11.10 より 2 日間 26 名 
神戸、第 2 回上海万博科学技術シンポジウム 

（上海市科学技術協会との決定による相互訪問開始） 

第 15 次 2008.11.2 より 7 日間 27 名 
上海、寧波、烏鎮 注)上海の省エネ・排出削減シンポジ

ウムに参加 

訪日 2009.11.9 より 3 日間 26 名 
大阪、シンポジウム「環境先進未来都市に向けて」 

京都市地下街などを見学 

第 16 次 2010.6.5 より 11 日間 ５１名 

上海、北京、天津、フフホト 注)上海で都市建設科学技

術シンポジウム及び万博参観。全団員中 13 名が北京以

降の交流に参加。内蒙古科技協会との交流決定。 

訪日 2011.10.28 より 2 日間 ４５名 
大阪、シンポジウム「持続可能な社会をめざして」 

大阪府産業技術研究所、太陽光発電所見学 

第１７次 2012.6.20 より４日間 １９名 
上海、シンポジウム「持続可能な社会をめざして」PartⅡ 

崇明島、低炭素コミュニティシステム視察 

訪日 2013.11.28 より 2 日間 
日本８１名 

中国 29 名

京都、シンポジウム「持続可能な社会をめざして」PartⅢ 

京都嵐山･金閣寺･琵琶湖博物館見学 

第 18 次 2015.11.1 より 5 日間 13 名 紹興・杭州・上海。浙江大学・上海国際工業展 
中国研究会主催訪中交流団 

第 1 回交流 2011.9.12-9.18 4 名 内蒙古自治区フフホト市、包頭市 

第 2 回交流 2012.6.25-6.30 4 名 内蒙古自治区フフホト市、包頭市 

第 3 回交流 2014.9.13--9.21 7 名 長春市・吉林市・瀋陽市・大連庄河市・大連市 

第 4 回交流 2016.10.31-11.5 12 名 南通市・南京市・蘇州市・上海市 

関連行事：技術士有志と企業によるモンゴル国起業家交流が 2012 年より毎年開催。 


